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は
じ
め
に
│
構
成
・
体
裁
・
形
式
上
の
特
徴

　

一
九
九
六
年
に
着
手
し
て
以
来
二
二
年
、
本
巻
（
通
史
編
3　

近
現
代　

民
俗
）

で
『
青
森
県
史
』
が
完
結
し
た
。
本
巻
は
、
六
、
二
〇
一
ペ
ー
ジ
、
基
礎
と
し
た
史

料
四
、
二
四
二
点
に
及
ぶ
「
近
現
代
資
料
編
」
全
八
巻
（
二
〇
〇
二
〜
一
七
年
。
各

巻
々
頭
の
口
絵
は
全
五
七
五
点
）、
南
部
・
下
北
・
津
軽
そ
れ
ぞ
れ
の
「
民
俗
編　

資
料
」
全
三
巻
（
二
〇
〇
一
〜
一
四
年
）
を
基
礎
と
し
て
叙
述
さ
れ
た
も
の
で
、「
通

史
編
近
現
代
」
が
六
章
六
二
四
ペ
ー
ジ
、「
民
俗
総
論
」
が
三
章
一
七
八
ペ
ー
ジ
（
付

録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
添
付
）
の
大
冊
で
あ
る
。
本
書
は
、
右
の
資
料
編
所
収
史
料
を
典
拠
と
し

て
指
示
・
引
用
し
、
他
の
章
・
節
の
叙
述
と
の
関
連
付
け
を
適
宜
お
こ
な
う
こ
と
で
、

通
史
編
全
体
の
叙
述
の
統
一
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
に
カ
ラ
ー
印
刷
の
写

真
・
図
表
を
多
数
掲
載
し
て
親
し
み
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
筆
者
の
専
門
範
囲
で
あ
る
通
史
編
近
現
代
に
限
っ
て
紹
介
、
検
討
す

る
。
但
し
、
こ
の
大
冊
の
内
容
紹
介
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
構
成
を
【
表
1
】
に

ま
と
め
た
。
通
史
編
各
章
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
〜
六
節
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
各
節

が
順
に
政
治
・
経
済
・
教
育
・
文
化
等
と
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で

【
表
1
】
で
は
、
内
容
を
「
政
治
と
行
政
」「
戦
争
と
地
域
・
人
々
」「
産
業
と
経
済
」

「
都
市
と
交
通
」「
教
育
と
文
化
」
に
分
け
、
後
述
の
編
集
方
針
に
即
し
て
「
東
北
と

青
森
」
を
加
え
て
各
節
・
項
・
小
見
出
し
を
こ
の
六
つ
に
分
類
し
て
配
置
し
た
。
こ

『
青
森
県
史　

通
史
編
３　

近
現
代　

民
俗
』（
近
現
代
）

竹
永　

三
男

の
中
、
各
章
第
一
節
は
、
概
ね
「
政
治
と
行
政
」
に
対
応
し
て
お
り
、
青
森
県
の
近

現
代
史
を
六
期
に
時
期
区
分
し
て
通
史
的
に
叙
述
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ

の
時
期
区
分
か
ら
見
れ
ば
、「
先
人
た
ち
に
よ
る
歴
史
叙
述
が
薄
い
分
野
を
補
う
た

め
」
に
「
現
代
史
に
厚
い
叙
述
を
お
こ
な
っ
た
」（
小
岩
信
竹
氏
「『
青
森
県
史
通
史

編
3
』「
近
現
代
」
刊
行
の
ね
ら
い
」）
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
六
章
中
の
三
章
三

一
八
ペ
ー
ジ
を
戦
後
に
充
て
て
い
る
こ
と
も
本
巻
の
特
徴
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
た

め
、
資
料
編
八
巻
中
の
六
巻
分
に
収
録
さ
れ
た
戦
前
期
の
史
料
が
厖
大
で
あ
る
だ
け

に
、
本
巻
で
は
戦
前
期
の
叙
述
が
窮
屈
に
な
っ
た
よ
う
に
思
え
る
が
、
読
者
は
、
資

料
編
各
巻
に
配
さ
れ
た
、
そ
れ
自
体
が
歴
史
叙
述
と
し
て
も
読
め
る
よ
う
な
「
総
説
」

と
各
章
・
節
ご
と
の
解
説
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
青
森
県
近
現
代
史
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

一　
「
北
方
世
界
」
の
中
の
青
森
県
近
現
代
史

　
　
　
　

│
「
東
北
の
特
殊
性
」「
後
進
性
」
と
そ
れ
へ
の
対
応

　

青
森
県
域
の
歴
史
を
考
え
る
際
の

の
一
つ
は
、
長
谷
川
成
一
氏
が
「『
青
森
県

史
通
史
編
3
』
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
」
で
述
べ
て
い
る
編
集
方
針
、
即
ち
、
青
森
県

の
「
歴
史
を
北
方
世
界
の
な
か
に
積
極
的
に
位
置
づ
け
、
従
来
の
『
み
ち
の
く
』
に

対
す
る
認
識
の
変
革
を
図
」
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
前
近
代
と
異
な
っ

て
近
現
代
で
は
、
強
力
な
中
央
集
権
国
家
が
成
立
し
て
そ
の
地
方
統
轄
・
支
配
が
行

わ
れ
、
社
会
資
本
が
先
ず
は
特
定
地
域
に
偏
在
・
集
中
し
て
投
資
さ
れ
る
と
と
も
に
、

資
本
主
義
の
形
成
・
確
立
の
中
で
、
全
国
の
各
地
域
が
程
度
の
差
は
あ
れ
、
商
品
市

場
・
資
本
市
場
・
労
働
力
市
場
の
全
て
に
わ
た
っ
て
再
編
・
統
合
さ
れ
る
た
め
、
地
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域
は
資
本
主
義
経
済
に
包
摂
・
従
属
さ
せ
ら
れ
て
、
そ
の
自
律
的
展
開
は
格
段
に
困

難
に
な
る
。
そ
の
結
果
、「
表
日
本
」「
裏
日
本
」
の
格
差
に
代
表
さ
れ
る
地
域
格
差

が
成
立
・
拡
大
す
る
と
と
も
に
（
阿
部
恒
久
一
九
九
七
年
）、
東
北
六
県
も
否
応
な

く
そ
の
中
に
巻
き
込
ま
れ
て
格
差
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
中
で
、
地

域
の
「
自
画
像
」
と
「
他
者
像
」
と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
青
森
論
」
が
語
ら
れ
る

の
で
あ
る
（
河
西
英
通
氏
「
総
説
『
青
森
論
』
の
た
め
に
」「
近
現
代
資
料
編
7　

青
森
論
」）。

　

こ
の
自
律
と
包
摂
・
従
属
の
具
体
的
様
相
を
、
本
巻
は
各
章
・
節
で
叙
述
し
て
い

る
が
、
そ
れ
を
青
森
県
近
現
代
史
に
固
有
の
問
題
と
し
て
集
中
的
に
論
じ
て
い
る
と

評
者
が
読
み
取
っ
た
の
が
、【
表
1
】
の
「
東
北
と
青
森
」
の
列
に
書
き
込
ん
だ
各

章
の
節
・
項
目
で
あ
る
。
そ
の
中
、
地
域
の
自
律
的
展
開
と
そ
の
条
件
の
獲
得
の
た

め
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
津
軽
・
南
部
と
い
う
地
域
的
相
違
を
も
ち
つ
つ
展
開
す

る
自
由
民
権
運
動
、
馬
産
地
と
し
て
の
特
性
に
基
づ
く
軍
馬
生
産
、
国
有
林
払
い
下

げ
運
動
な
ど
が
あ
る
が
、
と
く
に
自
然
環
境
・
地
理
的
条
件
に
働
き
か
け
、
在
来
の

歴
史
的
活
動
の
蓄
積
を
継
承
・
発
展
さ
せ
て
展
開
し
た
り
ん
ご
栽
培
と
り
ん
ご
産
業

が
全
巻
を
通
し
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
地
域
格
差
と
包
摂
・
従
属
と
い
う
点
で
は
、「
後
進
性
」
と
い
う
現
状
認

識
・
自
己
規
定
と
そ
の
上
に
立
つ
「
後
進
性
の
打
破
」
と
い
う
問
題
が
注
目
さ
れ
る
。

但
し
、
戦
前
で
は
「
遅
れ
た
東
北
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
は
あ
っ
て
も
（
一
四

二
ペ
ー
ジ
）、
東
北
の
特
異
性
は
、「
明
治
三
陸
大
津
波
」（
一
三
五
ペ
ー
ジ
）、「
大

正
二
年
大
凶
作
」
と
ヤ
マ
セ
（
第
二
章
第
三
節
）、「
昭
和
三
陸
大
津
波
」（
二
〇
七

〜
二
〇
八
ペ
ー
ジ
）、
一
九
三
一
年
の
「
大
冷
害
」（
二
四
二
ペ
ー
ジ
）
な
ど
相
次
ぐ

自
然
災
害
の
要
因
が
大
き
い
。
そ
の
た
め
、「
東
北
の
特
殊
性
」
は
「
天
恵
薄
き
こ

と
」
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
、
政
治
上
の
格
差
付
け
が
そ
れ
を
改
善
せ
ず
、
助
長
し
て

い
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
（
竹
永
三
男
二
〇
一
八
年
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
本
巻
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
三
年
の
竹
内
知
事
の
開
発
行
政
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
「
後
進
性
の
打
破
」
が
掲
げ
ら
れ
（
四
一
七
ペ
ー
ジ
）、
一
九
七
二
年

の
第
三
次
長
期
計
画
に
は
「
首
都
圏
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
立
地
条
件
こ
そ
が
青
森

県
の
経
済
・
文
化
の
立
ち
遅
れ
の
原
因
で
あ
る
と
い
う
『
後
進
県
』
の
自
意
識
が
示

さ
れ
て
い
た
」（
五
四
二
ペ
ー
ジ
）
な
ど
、
保
守
県
政
の
開
発
行
政
の
問
題
意
識
の

根
幹
に
「
後
進
県
」
と
い
う
地
域
認
識
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
の
県
行
政
の

こ
の
よ
う
な
地
域
認
識
と
、
他
方
で
の
、
降
雪
と
ヤ
マ
セ
、
官
民
有
区
分
に
よ
る
国

有
林
の
拡
大
に
起
因
す
る
林
野
利
用
の
制
限
・
排
除
な
ど
厳
し
い
自
然
条
件
・
行
政

的
要
因
の
中
で
、「
貧
し
い
暮
ら
し
を
送
る
村
民
が
多
か
っ
た
」
こ
と
が
、「
戦
後
の

高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
、
む
つ
小
川
原
開
発
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
、
村
民
が

最
終
的
に
開
発
を
受
け
入
れ
る
素
地
に
な
っ
た
」（
一
三
四
ペ
ー
ジ
）
と
さ
れ
る
こ

と
と
は
、
行
政
の
在
り
方
と
住
民
の
主
体
性
の
問
題
の
関
係
を
、
歴
史
の
事
実
に
即

し
て
示
し
た
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
「
後
進
性
」
と
い
う
認
識

は
島
根
県
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
（
内
藤
正
中
一
九
八
二
年
）、
格
差
づ
け
ら
れ
た

地
域
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
国
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
青
森
県
・
東
北
六
県
の
抱
え
る
困
難
を
克
服
す
る
た
め
の
試
み
と
し

て
本
巻
で
は
、
戦
前
の
東
北
振
興
事
業
、
戦
後
の
政
府
の
総
合
開
発
計
画
・
原
子
力

政
策
と
こ
れ
に
対
応
し
た
青
森
県
行
政
の
動
向
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
本
巻
が
、「
む
つ
製
鉄
」「
フ
ジ
製
糖
」
の
挫
折
を
と
り
あ
げ
て
「
政
府
の

開
発
政
策
転
換
に
地
元
が
翻
弄
さ
れ
、
多
大
な
被
害
を
こ
う
む
っ
た
出
来
事
」
と
記
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⑥＝節、1-1-1＝第一章第一節第一項であることを示す。＊＝小見出し）

産業と経済 都市と交通 教育と文化

②地租改正と勧業政策
1-2-1 地租改正
1-2-2 勧業政策と士族授産
1-2-3 勧業と諸産業

④地主と豪商の時代
1-4-1 稲作農業の発達
1-4-2 地主小作関係の拡大
1-4-3 商業・金融の発達

1-4-1 ＊陸運・海運の発達

⑤キリスト教思想と教育
1-5-1 東奥義塾
1-5-2 士族とキリスト教
1-5-3 近代教育の開始

③相次ぐ凶作と東北振興
2-3-1 「大正二年大凶作」
2-3-2 ヤマセと国有林とトラホーム
2-3-3 東北振興と青森県

⑤地域資源の開発
2-5-1 りんご栽培の拡大
2-5-2 国有林開発と森林鉄道
2-5-3 海洋資源と水産業

④都市機能の形成と課題
2-4-1 青森・弘前の市制施行
2-4-2 八戸の発展と捕鯨会社襲撃事件
2-4-3 鉄道建設と連絡線の就航

⑥教育制度の整備と矛盾
2-6-1 義務教育の確立
2-6-2 就学率の向上と中･高等教育の充実
2-6-3 社会教育行政の成立と発展

②戦時に向かう経済
3-2-1 昭和恐慌期の経済
3-2-2 三本木原国営開墾
3-2-3 りんご加工・あおもり缶詰の発展
3-2-4 戦時経済統制

③移動する人々
3-3-1 漁業出稼ぎ
3-3-2 農村の窮乏と身売り
3-3-3 満州移民と青少年義勇軍
3-3-4 満州林業移民と営林実務実習生

④都市構造の変遷
3-4-1 青森・弘前・八戸の繁栄
3-4-2 鉄道の拡張と連絡線の進展

⑥戦時下までの青森文化
3-6-1 文化の諸相
3-6-2 本州最北端の地域と文化発信
3-6-3 生活の変容と女性たち

②引き揚げと農林漁業
4-2-1 復員と引き揚げ
4-2-2 戦後開拓
4-2-3 農地改革
4-2-4 戦後の農林漁業

③戦後改革と経済復興
4-3-1 戦後経済状況と改革
4-3-2 総合開発計画
4-3-3 八戸臨海工業地帯の建設
4-3-4 りんご産業の拡大

④解放と復興の中の教育問題
4-4-1 解放と復興
4-4-2 児童をめぐる食糧・健康問題
4-4-3 新制中学校の発足と諸問題
4-4-4 教師の食糧事情と週五日制の導入
4-4-5 新制の高等学校と大学
4-4-6 農村勤労青年と青年学級

⑤吹き上がる戦後文化
4-5-1 敗戦後の世相
4-5-2 復活した大衆娯楽と行楽
4-5-3 連続する文化活動

②巨大開発と原子力の時代
5-2-1 開発行政の開始
5-2-2 むつ製鉄とフジ製糖の挫折
5-2-3 八戸新産業都市指定と公害問題
5-2-4 原子力船 ｢むつ｣ とむつ小河原開発
5-2-5 稲作とりんご産業

④成長を支える労働と産業
5-4-1 出稼ぎ
5-4-2 集団就職
5-4-3 主産地の形成
5-4-4 転換する林業と漁業

③都市計画と街並みの変化
5-3-1 市町村合併
5-3-2 郊外化の促進
5-3-3 自動車社会へ

⑤豊かな生活を求めて
5-5-1 北国のくらしと子どもたち
5-5-2 生活の現代化と県民生活
5-5-3 新しい生活がもたらしたもの
5-5-4 社会福祉と地域医療
5-5-5 高度経済成長期の教育

⑥青森文化の発信
5-6-1 「生きる」伝統から開花した文化
5-6-2 森林活用の文化
5-6-3 あすなろ国体

③グローバル時代における産業の変化
6-3-1 オイル･ショックからバブル崩壊へ
6-3-2 国際競争に直面する諸産業

④自然の開発と災害
6-4-1 世界遺産白神山地
6-4-2 河川と港湾の整備
6-4-3 巨大災害

②首都圏とつながる青森経済
6-2-1 産業振興と道路整備
6-2-2 青函トンネルと東北新幹線
6-2-3 青森空港
6-2-4 企業誘致

⑤観光資源とふるさとづくり
6-5-1 観光資源
6-5-2 お国自慢
6-5-3 つくられる「ふるさと」
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表 1 　『青森県史』（通史編３　近現代　民俗）の章・節・項の構成　（数字は、それぞれ、 一～六 ＝章、①～

政治と行政 戦争と地域・人々 東北と青森

 

一 

青
森
県
の
出
発

①明治新政と文明開化・自由民権
1-1-1 青森県の誕生
1-1-2 文明開化と発言する民衆
1-1-3 北の自由民権

③北奥社会の軍事体制
1-3-1 歩兵第五連隊の創設
1-3-2 日清戦争
1-3-3 第八師団と大湊水雷団
1-3-4 八甲田雪中行軍 

1-2-2 ＊士族授産とりんご栽培
1-1-3 北の自由民権

1-4-3 ＊青森開港運動と対ロシア貿易

 

二 

大
国
化
の
中
の
地
域
社
会

①地域と帝国の開幕
2-1-1 県会と県財政
2-1-2 帝国議会と民党運動
2-1-3 政党運動の展開
2-1-4 日清･日露戦争期の県政と市町村
2-1-5 護憲運動へ

②対外戦争と地域社会
2-2-1 日露戦争とその影響
2-2-2 軍馬と青森県
2-2-3 第一次世界大戦と軍縮の時代

2-1-2 帝国議会と民党運動
2-2-2 軍馬と青森県
2-3-1 「大正二年大凶作」
2-3-2 ヤマセと国有林とトラホーム
2-3-3 東北振興と青森県

2-5-1 りんご栽培の拡大
2-5-2 国有林開発と森林鉄道

 

三 

恐
慌
か
ら
戦
争
へ
の
道

①大正デモクラシーから戦時体制へ
3-1-1 大正後期の政治と社会
3-1-2 普通選挙制度の成立
3-1-3 昭和初期の社会問題
3-1-4 戦時下の県政

⑤「北の要塞」の確立と崩壊
3-5-1 北方警備と大湊要塞部
3-5-2 「満州」の戦火
3-5-3 日中戦争
3-5-4 アジア・太平洋戦争
3-3-3 満州移民と青少年義勇軍
3-3-4 満州林業移民と営林実務実習生

3-6-2 本州最北端の地域と文化発信
3-2-3 りんご加工・あおもり缶詰の発展
3-2-4 戦時経済統制（東北振興事業）

3-3-2 農村の窮乏と身売り

3-3-4 満州林業移民と営林実務実習生

 

四 

改
革
と
復
興
の
日
々

①敗戦から新生青森県へ
4-1-1 戦後処理と民主化の胎動
4-1-2 朝鮮戦争と日本の独立
4-1-3 日米安保条約と自衛隊
4-1-4 敗戦後の政治状況

4-2-1 復員と引き揚げ
4-1-2 朝鮮戦争と日本の独立
4-1-3 日米安保条約と自衛隊

4-3-4 りんご産業の拡大

 

五 

高
度
経
済
成
長
の
光
と
陰

 ①アメリカ軍基地と極東戦略
5-1-1 ベトナム戦争と三沢基地
5-1-2 ベトナム戦争以後
5-1-3 日米ガイドラインと日米同盟

5-2-2 むつ製鉄とフジ製糖の挫折

5-2-4 原子力船 ｢むつ｣ とむつ小河原開発
5-2-5 稲作とりんご産業

 

六 

現
代
か
ら
未
来
へ

①継続する保守県政
6-1-1 開発行政の継続
6-1-2 開発行政から文化行政への転換
6-1-3 政治改革の兆しと模索
⑥未来の青森県像を描く
6-6-1 青森県長期計画の変遷
6-6-2 青森県総合計画への県民参加
6-6-3 未来の青森県を創る

6-4-3 巨大災害
⑥未来の青森県像を描く
6-6-1 青森県長期計画の変遷
6-6-2 青森県総合計画への県民参加
6-6-3 未来の青森県を創る
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し
て
い
る
こ
と
（
四
二
四
ペ
ー
ジ
）、「
新
産
都
市
公
害
の
デ
パ
ー
ト
八
戸
」
を
立
項

し
て
い
る
こ
と
、
政
府
の
原
子
力
政
策
と
青
森
県
地
域
の
関
係
を
、
原
子
力
船
「
む

つ
」
の
事
故
・
洋
上
漂
流
か
ら
廃
船
に
至
る
経
過
や
、
六
ヶ
所
村
へ
の
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
施
設
建
設
と
ト
ラ
ブ
ル
続
発
に
よ
る
操
業
延
期
と
管
理
体
制
の
転
換
に
つ
い
て

具
体
的
・
系
統
的
に
叙
述
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
東
日
本
大
震
災
と
福
島
原
発
事

故
以
降
の
現
代
日
本
の
問
題
を
私
た
ち
の
問
題
と
し
て
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

そ
の
際
、
む
つ
小
川
原
総
合
開
発
の
展
開
と
地
域
の
受
け
入
れ
に
至
る
経
過
と
要
因

を
、
集
落
形
成
の
歴
史
の
異
な
る
三
層
構
造
を
も
つ
六
ヶ
所
村
の
地
域
構
造
の
分
析

を
提
示
し
た
上
で
、
そ
の
中
の
戦
後
の
開
拓
集
落
の
住
民
が
、
凶
作
の
連
続
で
生
活

の
見
通
し
を
失
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
土
地
を
売
却
し
た
こ
と
が
開
発
用
地
買
収
の
進

展
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
し
か
し
、
就
業
先
と
し
て
期
待
し
た
工
場
の
進
出

が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
（
四
三
八
〜
四
三
九
ペ
ー
ジ
）、
開
発
行
政
と
そ
の
展

開
・
問
題
点
を
歴
史
的
に
分
析
す
る
際
に
必
要
な
地
域
分
析
の
視
点
と
方
法
を
示
し

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

二
、
戦
争
と
青
森
県
の
地
域
・
人
々

　
【
表
1
】
か
ら
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、「
戦
争
と
地
域
・
人
々
」
に
関
す
る
節
・
項

を
各
章
ご
と
に
配
置
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
戦
争
と
平
和
、
軍
隊
と
地
域
の
歴
史
を
、

近
現
代
史
の
諸
段
階
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
事
実
の
具
体
的
提
示
を
基
礎
に
叙
述
し

て
い
る
こ
と
は
、
本
巻
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
が
ま
た
、
青
森
県
の
「
歴
史

を
北
方
世
界
の
な
か
に
積
極
的
に
位
置
づ
け
」
る
試
み
で
も
あ
る
こ
と
は
、
第
一
章

第
三
節
の
「
北
奥
社
会
の
軍
事
体
制
」、
第
三
章
第
五
節
の
「『
北
の
要
塞
』
の
確
立

と
崩
壊
」
と
い
う
節
立
て
が
示
し
て
い
る
。

　

県
民
の
生
活
に
直
接
関
わ
り
、
政
治
的
に
も
鋭
い
対
立
軸
で
あ
る
三
沢
基
地
に
つ

い
て
、
青
森
県
・
青
森
県
民
の
問
題
と
し
て
事
実
の
丁
寧
な
記
述
に
努
め
て
い
る
こ

と
、「
日
米
共
同
演
習
と
機
動
演
習
」（
四
一
一
ペ
ー
ジ
以
下
）
を
立
項
し
て
、
地
域

と
日
本
の
平
和
が
国
際
政
治
と
世
界
の
平
和
に
密
接
に
連
動
し
て
い
る
こ
と
を
丁
寧

で
具
体
的
な
記
述
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
立
場
の
異
な
る
県
民
に
共

通
の
議
論
の
基
盤
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
、
基
地
を
も
つ
青
森
県
の
県
史
と
し
て

の
見
識
を
示
す
も
の
と
思
う
。

　

上
述
の
「
北
方
世
界
の
な
か
」
で
の
位
置
づ
け
と
い
う
編
集
方
針
は
、
大
陸
と
の

国
際
的
関
係
の
叙
述
の
中
で
も
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
第
三
章
第
三
節
「
移
動
す
る

人
々
」
は
、
人
の
移
動
に
視
点
を
据
え
て
節
立
て
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

人
口
の
自
然
増
加
率
の
高
さ
が
過
剰
人
口
を
生
み
、
人
々
の
移
動
を
結
果
す
る
と
指

摘
し
た
上
で
、
出
稼
ぎ
が
男
子
の
北
方
漁
業
（
ニ
シ
ン
）
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
、
そ
の
対
極
に
、
紡
績
等
の
就
業
先
が
県
内
に
乏
し
い
と
い
う
産
業
構
造
が
女

子
の
出
稼
ぎ
機
会
を
欠
く
要
因
と
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
一
九
三
一
年
の
冷
害
後

に
、
都
市
部
と
冷
害
地
を
中
心
に
女
性
の
「
身
売
り
」
が
行
わ
れ
る
と
い
う
事
態
を

招
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
寒
冷
な
林
業
地
帯
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
満

州
林
業
移
民
を
送
出
す
る
条
件
に
な
っ
た
こ
と
と
と
も
に
、
満
州
国
の
若
手
官
吏
を

営
林
実
務
実
習
生
と
し
て
受
け
入
れ
る
条
件
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
戦
前
・
戦
時
期
に
「
移
動
す
る
人
々
」
の
戦
後
の
帰
結
と
展
開
は
、
第

四
章
第
二
節
「
引
き
揚
げ
と
農
林
漁
業
」、
第
五
章
第
四
節
「
成
長
を
支
え
る
労
働

と
産
業
」
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
が
、
出
稼
ぎ
の
村
で
中
学
生
が
「
イ
カ
釣
り
子
」
と

し
て
出
漁
し
て
い
た
こ
と
を
め
ぐ
る
記
述
は
（
四
八
〇
ペ
ー
ジ
）、
青
森
県
の
漁
村
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地
域
の
抱
え
て
い
た
現
実
を
鋭
く
示
し
て
い
る
。

　

以
上
の
外
に
も
、
本
巻
に
は
、
現
代
の
日
本
社
会
が
抱
え
る
問
題
と
切
り
結
ん
で

展
開
す
る
歴
史
学
研
究
の
新
し
い
動
向
、
課
題
設
定
に
即
し
た
叙
述
が
随
所
に
見
ら

れ
る
。
第
五
章
第
五
節
「
豊
か
な
生
活
を
求
め
て
」
の
第
四
項
「
社
会
福
祉
と
地
域

医
療
」
は
、
そ
の
よ
う
な
近
年
の
研
究
分
野
と
そ
の
成
果
の
反
映
で
あ
る
。

三
、
本
巻
へ
の
要
望

　

第
一
に
、「
民
俗
総
論
」
に
索
引
が
あ
る
が
、「
通
史
編
」
に
は
索
引
が
な
い
た
め
、

六
〇
〇
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
大
冊
の
内
容
を
系
統
的
に
把
握
す
る
の
に
困
難
が
あ
る
。

例
え
ば
、
大
湊
の
軍
事
的
性
格
の
変
遷
を
通
し
て
見
た
い
と
考
え
た
場
合
、
本
巻
は
、

一
九
〇
二
年
の
横
須
賀
鎮
守
府
大
湊
水
雷
団
開
団
に
始
ま
り
（
四
三
ペ
ー
ジ
）、
一

九
〇
五
年
の
大
湊
要
港
部
（
一
一
四
ペ
ー
ジ
）、
一
九
二
三
年
の
鎮
守
府
並
の
機
能

付
加
（
一
二
五
ペ
ー
ジ
）、
一
九
三
三
年
の
大
湊
海
軍
航
空
隊
開
隊
と
大
湊
飛
行
場

開
設（
二
七
〇
ペ
ー
ジ
）、
一
九
四
一
年
の
大
湊
警
備
府
へ
の
改
編（
二
八
〇
ペ
ー
ジ
）、

敗
戦
後
の
大
湊
地
方
復
員
局
掃
海
部
と
し
て
の
存
置
と
一
九
四
六
年
の
廃
止
（
三
二

二
ペ
ー
ジ
）、
一
九
五
三
年
の
大
湊
地
方
総
監
部
設
置
（
三
二
三
ペ
ー
ジ
）
と
翌
年

の
海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
隊
（
三
二
六
ペ
ー
ジ
）
と
各
所
に
記
述
さ
れ
、
一
九
六
八

年
の
原
子
力
船
「
む
つ
」
定
係
港
の
記
述
に
至
る
が
、
こ
れ
を
本
巻
の
叙
述
か
ら
確

実
に
拾
い
出
す
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
。
事
項
・
地
名
・
人
名
索
引
が
あ
れ

ば
、
関
係
記
述
の
追
跡
に
便
利
で
、
我
が
町
の
歴
史
を
知
り
た
い
と
思
う
県
民
の
利

用
や
、
学
校
の
地
域
学
習
・
地
域
研
究
で
の
活
用
に
も
便
利
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、

索
引
を
欠
い
て
い
る
こ
と
は
不
親
切
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
今
後
、「
近

現
代
資
料
編
」
八
巻
と
本
巻
を
通
し
た
索
引
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
県
史
の
主
題
の
中
で
、
当
該
県
知
事
の
施
政
や
任
用
・
人
物
の
叙
述
は

重
要
で
あ
る
。
本
巻
で
は
、
第
三
章
第
一
節
で
「
大
正
期
の
青
森
県
は
知
事
の
任
期

が
短
」
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
（
二
〇
二
ペ
ー
ジ
）、
そ
の
要
因
に
関
す
る
記

述
は
な
い
。
一
八
八
六
年
七
月
か
ら
一
九
四
七
年
三
月
ま
で
に
任
用
さ
れ
た
知
事
の

の
べ
人
数
は
、
全
国
平
均
三
四
・
〇
人
に
対
し
て
東
北
六
県
平
均
で
三
四
・
三
人
、

県
別
で
は
、
秋
田
県
四
〇
人
、
福
島
県
三
八
人
、
宮
城
県
三
六
人
、
山
形
県
三
一
人
、

岩
手
県
二
三
人
に
対
し
て
青
森
県
は
三
八
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
時
期
を
一
九

一
七
年
一
月
の
川
村
知
事
着
任
か
ら
一
九
三
二
年
一
月
の
宮
本
知
事
離
任
ま
で
の
一

五
年
六
か
月
に
限
れ
ば
、
青
森
県
の
知
事
は
一
六
人
で
、
一
知
事
の
平
均
在
任
期
間

が
僅
か
に
一
年
未
満
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
同
期
間
の
秋
田
県
・
山
形
県
・
福
島
県
が

一
一
人
、
岩
手
県
が
一
〇
人
、
宮
城
県
が
七
人
で
あ
る
こ
と
に
比
べ
る
と
、
青
森
県

政
治
史
上
の
固
有
の
事
情
が
存
在
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
県
知
事
は
政
府
の

地
方
統
轄
の
要
で
あ
り
、
与
党
に
有
利
な
選
挙
指
揮
を
警
察
機
構
を
動
員
し
て
行
う

責
任
者
で
あ
る
た
め
、
と
く
に
政
党
政
治
期
に
は
、
内
閣
の
交
代
ご
と
に
知
事
は
大

幅
に
入
れ
替
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
青
森
県
の
交
替
数
の
尋
常
で
な
い
多
さ
は
、
青

森
県
の
近
代
史
上
の
問
題
と
し
て
解
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
主
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に
│
読
後
の
感
想

　

本
巻
通
史
編
を
通
読
し
て
も
っ
た
率
直
な
感
想
と
疑
問
は
、
政
府
が
青
森
県
域
に

投
下
し
、
青
森
県
が
「
後
進
性
」
打
破
の
た
め
に
受
け
入
れ
た
莫
大
な
「
地
域
開
発

投
資
」
が
、
挫
折
し
た
「
む
つ
製
鉄
」「
フ
ジ
製
糖
」
や
原
子
力
船
「
む
つ
」、
六
ヶ
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所
村
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
な
ど
に
投
下
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
に
比
べ
て
り
ん
ご

に
代
表
さ
れ
る
地
域
農
業
や
林
業
・
漁
業
、
地
場
の
商
工
業
、
県
民
の
教
育
と
文
化
・

芸
術
活
動
、
地
域
医
療
・
地
域
福
祉
の
自
律
的
発
展
の
た
め
に
は
十
分
に
は
投
下
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

現
代
の
日
本
と
世
界
の
問
題
を
地
球
規
模
で
考
え
る
と
き
、
経
済
成
長
一
辺
倒
で

は
地
球
環
境
自
体
が
も
た
な
い
こ
と
は
自
明
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
考

え
る
と
き
、
白
神
山
地
や
十
和
田
湖
に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
、
り
ん
ご
に

代
表
さ
れ
る
地
域
産
業
の
記
述
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
に
知
ら
れ
る
「
駄
菓
子
」
は

ヤ
マ
セ
常
襲
地
帯
で
の
凶
作
時
の
代
用
食
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
記
述
は

（
一
三
一
ペ
ー
ジ
）、
青
森
県
域
の
（
広
く
東
北
六
県
の
）
地
域
と
そ
こ
で
働
き
暮
ら

す
人
々
の
生
活
こ
そ
が
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
し
て
大
切
に
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
を
、
歴
史
の
事
実
と
し
て
示
し
て
い
る
と
思
え
る
。

　

本
巻
通
史
編
の
最
後
が
『
青
森
県
史
資
料
編
近
現
代
7　

青
森
論
』
の
写
真
と
そ

の
記
述
で
結
ば
れ
、
そ
の
後
に
「
民
俗
総
論
」
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

『
青
森
県
史
』
近
現
代
編
の
み
な
ら
ず
、『
青
森
県
史
』
全
三
三
巻
の
結
び
と
し
て
的

確
だ
と
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。
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